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今日４月１日、消費税率８％への引き上げが強

行されました。賃金、所得の改善が進まず、景気

が再び低迷し始めているもと、単年度ベースで８

兆円規模に達する負担を労働者、国民に押し付け

られます。

みずほ総合研究所が発表した「消費税率引き上

げに伴う家計負担」によると、世帯年収３００万

円未満の家計の消費税増税に伴う１４年度負担増

は５７,５２９円、負担増の対年収比２.４％、世

帯年収５００万円未満の家計の消費税増税に伴う

１４年度負担増は７８,８６９円、負担増の対年

収比１.８％になります。（右グラフ）

国民生活と地域経済に大打撃を与える悪政を中

止し、消費税増税を撤回、断念するよう強く求め

ましょう。

私たちは、

知的障害児らの福祉施設「近江学園」を設立し、

日本の障害者福祉の礎を築いた糸賀一雄氏（１９

１４～６８）の生誕１００周年を記念した式典が

３０日、栗東芸術文化会館さきらで開かれた。ノー

ベル文学賞受賞の作家大江健三郎さんが「次の時

代への、本質的なモラル」と題し講演、集まった

約７００人が聴き入った。

大 江

さんは、

知的障

害を持

つ息子

の話を

交えな

がら、

糸賀さ

んの功

績につ

いて講

演した。

講 演

で 大 江桜 岩波 美智子さん 画 講演をする大江健三郎さん



３月１２日の第一次集中回答日にむけてたたかいを強め、１３日の「くらし守れの大行動」に

奮闘された全国の組合員に、感謝と連帯のメッセージを送ります。

国民春闘共闘委員会傘下の単産では、１２日までに１４単産・部会が回答を引き出しています。

集計登録組合１３４組合への回答状況は、単純平均回答額が５,９２９円(１.９３％）で前年比＋２

８９円（＋０.０７ポイント）の状況です。ベースアップの回答を引き出しの報告も６４組合で、た

たかいはこれからの状況です。

第１次集中回答の結果をスタート台に、「ベースアップ（ベア）」と、正規か非正規といった雇

用形態の枠をこえた「すべての労働者の賃上げ」にこだわるたたかいを強めましょう。

マスコミ等が報道する大企業での回答状況はアベノミクスの恩恵を十分に受けている企業での動

きにとどまっています。地域の中小零細企業の多くは４月の消費税率引き上げや円安による物価、

原材料の上昇の影響を見定めるため、回答に慎重になっている状況です。

地域から、「すべての労働者の賃金改善こそ内需拡大、デフレ不況克服の鍵」、「大幅賃上げで

生活悪化に歯止めを」の声と運動を強め、成果を勝ち取りましょう。

国民春闘共闘委員会が提起した１３日の統一行動には、８単産がストライキにたたかいに立ち上

がったのをはじめ、約２２万人の仲間が職場・地域の行動に参加しました。

消費税増税中止・重税反対の取り組みに１４万人が参加し、全国で延べ３６万人が様々な形態の

行動で「くらし守れ」と訴えました。

これまで以上の規模で成功したこの取り組みに集約された怒りと要求をエネルギーに、「大企業

は巨額な内部留保の社会的還元を」、「政府は最低賃金時給１０００円実現など積極的な賃上げ政

策を」のたたかいへと発展させていきましょう。

昨年来の安倍政権の経済政策、アベノミクスによって、物価が上がりはじめています。消費税率

が８％に引き上げられれば、それだけで２％以上も物価上昇します。賃金改善がなければ、実質賃

金の大幅な低下はさけられません。

政府や財界は、一部の大企業の正社員の賃金改善と引き換えに、派遣労働者など非正規労働者を

今以上に増やし、雇用を流動化させ、労働条件を引き下げるための労働法制改悪を強行しようとし

ています。「世界で一番企業が活動しやすい国」への構造改革で、最も強い痛みを強いられるのは、

不安定で劣悪な労働条件におかれる労働者です。

賃金改善がないままに物価や税負担だけが上昇し始めた今、「これ以上の痛みの押し付けはやめ

ろ」の声を集め、国民春闘共闘委員会が４月中旬に提起している第２次集中回答日にむけ、職場と

産別、地域のたたかいを集中させ、要求実現の展望を切り開きましょう。

「くらし、平和破壊の安倍政権の暴走にストップを」の国民要求とも結合し、３月、４月の取り

組みにすべての仲間の力を寄せあうことを強く訴えます。

２０１４年３月１４日

国民春闘共闘委員会第４回常任幹事会

さんは、頭の後ろに大きなこぶを持って生まれた

という知的障害者の長男で作曲家の光（ひかり）

さん（５０）の名前の由来について「希望への祈

りや期待」の思いを込めたと話し、後に本屋で偶

然見つけた糸賀氏の著書の中で「この子らを世の

光に」と唱えた精神に共感したと打ち明けた。

「私も子供と生きる中で、そう感じてきた。こ

うして、糸賀さんの教えを受けた人たちが、次の

世代にその教えを伝えていることは非常に特別な

ことだ」と語った。




